



























































　②  Ældrevenlig /Raoul Wallens-boligerne（高齢者に
優しい住宅 /ラウル ヴァーレン ヴォーリア）
　・住　所　Nygårdsvej 12-14, 2100 Kbh Ø
　・対応者　Bjarne Magnusson（管理責任者）
　・訪問日　2013年2月22日（金）
　③  Aktivitetehuset Randersgade（アクティヴィティー
センター/ランダースガーデ）
　・訪問日　2013年2月25日（月）




　④  Institut for statskundskab, aau（オルボー大学
コペンハーゲン校）
　・訪問日　2013年2月25日（月）
　・住　所  Frederikskaj10B 3sal, 2450 Kbh SV
































































































































































































































































































































































































































④ Institut for statskundskab, aau
　（オルボー大学コペンハーゲン校）











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 8） ペール・ブルメー &ピルッコ・ヨンソン著、石原俊
時訳（2005）スウェーデンの高齢者福祉～過去・現
在・未来～，新評論，78-81．
 9） ヴィベーケの話を聞いていると住宅を移るというこ
とに関して日本人ほどの抵抗感はない．住まいを変
えることに対する感覚の違いは高齢者住宅に住み替
えることへの抵抗感も下げていると思われる．
10） 「オレコレ」 oldkollektiveとは共生型住宅と呼ばれる
住宅形態のこと．最近高齢者の間で人気が高まって
いる居住形態．暮らし向きの似通った仲間を募り出
資して建てる長屋のような住宅．共用棟に共用の
キッチンはあるが，食事つくりを分担することはな
く，それぞれ一般住宅と変わらない生活を営む．（松
岡洋子（2005）デンマークの高齢者福祉と地域居住，
新評論，151-152，281-291．） 
11） 前掲1），75．
12） ペール・ブルメー &ピルッコ・ヨンソン著、石原俊
時訳（2005）スウェーデンの高齢者福祉～過去・現
在・未来～，新評論，16-23．
13） 廣瀬真理子（2008）「オランダにおける最近の地域福
祉改革の動向と課題」海外社会保障研究，国立社会保
障・人口問題研究所編（162），43-52．
